
4,569,000

0

単位

回

人

回

人

今後の方向性

Ⅰ：事業規模拡大
Ⅱ：改善しながら継続
Ⅲ：現状のまま継続
Ⅳ：事業規模縮小
Ⅴ：事業廃止
Ⅵ：事業終了

Ⅱ
財源内訳

地域資源をいかした施策を引き続き展開するとともに、新座市のブランドイメージの向上
や確立につながる取組、転入数を増加させる取組、関係人口・交流人口を創出する取組に
ついて研究し、市の魅力の効果的な発信についても研究する。

今後の取組方針

3

4,569,000

4,136,493支出済額（円）

基本政策 第6章　基本構想の推進のために

施策領域 第3節　シティプロモーション

施策項目 施策１　選ばれるまちになるためのシティプロモーションの推進

事業 シティプロモーション推進

年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

予算
・
決算

一般財源

特定財源

予算現額（円）

□国・県の制度　 □国・県の制度＋市独自の制度　 ■市独自の制度

実施形態 ■市が直接実施  □一部委託  □全部委託・指定管理  □その他

根拠法令等 なし

第５次新座市総合計画実施計画　事務事業評価シート
（対象：令和５年度実施事業）

１　事業基礎情報（Ｐｌａｎ）

２　事業実績（Ｄｏ）

３　事業評価（Ｃｈｅｃｋ）

４　事業の今後の方向性・取組方針（Ａｃｔｉｏｎ）

新座市のブランドイメージの向上や確立につながる取組を推進し、地域資源をいかした施
策を展開する。また、市の魅力を効果的に発信することで選ばれるまちとなり、転入数を
増加させる取組や関係人口・交流人口を創出する取組を進める。

事業の実施状況
Ａ：計画以上に実施
Ｂ：計画どおりに実施
Ｃ：計画どおりに実施できず

事業の必要性
【市民ニーズ】

Ａ：高まっている
Ｂ：変わらない
Ｃ：薄れている

事業の効率性
【見直す余地】

Ａ：余地はない
Ｂ：余地はある

施策への貢献度
Ａ：貢献している
Ｂ：やや貢献している
Ｃ：貢献の度合いが低い事業概要

事業の成果・分析

所属 シティプロモーション課

Ｂ
Ｂ

Ｂ

Ａ
・シティプロモーション推進懇話会を開催し、参加者がシティプロモーション横断幕のＰ
Ｒフレーズを考案した。
・第２次シティプロモーション方針概要版を作成した。
・すぐそこ新座まちあるきマップを作成した。
・グリーンツーリズム事業のボランティア団体が自主的に活動できるよう仕組みを整え
た。
・ゾウキリンを活用した事業を展開した。
・平林寺半僧坊大祭併催事業を行った。

実施根拠

指標名

不用額等（円） 432,507

執行率（％） 90.53%

実施内容

・シティプロモーション推進懇話会の開催、シティプロモーション横断幕の作成
・第２次シティプロモーション方針概要版作成
・すぐそこ新座まちあるきマップの作成
・グリーンツーリズム事業の実施
・ゾウキリンを活用した事業の展開
・平林寺半僧坊大祭併催事業の実施

年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

活動
指標
・
成果
指標 平林寺半僧坊大祭併催

事業参加人数
5,000

バンブーボーイズ活動
回数

22

野火止用水美化・ピカ
隊活動回数

9

シティプロモーション
推進懇話会開催回数



201,000

0

単位

人

人

今後の方向性

Ⅰ：事業規模拡大
Ⅱ：改善しながら継続
Ⅲ：現状のまま継続
Ⅳ：事業規模縮小
Ⅴ：事業廃止
Ⅵ：事業終了

Ⅱ
財源内訳

ボランティアガイドの人材確保に努めながら、引き続き、市観光ボランティアガイド協会
と連携し、市の魅力をPRしていく。

今後の取組方針

929

201,000

200,350支出済額（円）

基本政策 第6章　基本構想の推進のために

施策領域 第3節　シティプロモーション

施策項目 施策２　新座ならではの魅力づくり

事業 観光ボランティアガイド

年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

予算
・
決算

一般財源

特定財源

予算現額（円）

□国・県の制度　 □国・県の制度＋市独自の制度　 ■市独自の制度

実施形態 ■市が直接実施  □一部委託  □全部委託・指定管理  □その他

根拠法令等 団体等に交付する補助金等交付要綱

第５次新座市総合計画実施計画　事務事業評価シート
（対象：令和５年度実施事業）

１　事業基礎情報（Ｐｌａｎ）

２　事業実績（Ｄｏ）

３　事業評価（Ｃｈｅｃｋ）

４　事業の今後の方向性・取組方針（Ａｃｔｉｏｎ）

新座市の魅力をＰＲすることを目的に、市内の自然資源を活用した散策ルートの開発やガ
イド活動等を行う新座市観光ボランティアガイド協会に対し、補助を行う。

事業の実施状況
Ａ：計画以上に実施
Ｂ：計画どおりに実施
Ｃ：計画どおりに実施できず

事業の必要性
【市民ニーズ】

Ａ：高まっている
Ｂ：変わらない
Ｃ：薄れている

事業の効率性
【見直す余地】

Ａ：余地はない
Ｂ：余地はある

施策への貢献度
Ａ：貢献している
Ｂ：やや貢献している
Ｃ：貢献の度合いが低い事業概要

事業の成果・分析

所属 シティプロモーション課

Ｂ
Ｂ

Ｂ

Ａ
観光ボランティアガイドが年間を通じて、市内外の方に市内の自然資源や歴史的文化資産
等をガイドし、市の魅力をPRした。
市観光ボランティアガイド協会は、令和５年に設立１５周年を迎え、ガイドの高齢化が課
題となっている。
ガイド養成講座を実施し、新たなガイドを増やしていく必要がある。

実施根拠

指標名

不用額等（円） 650

執行率（％） 99.68%

実施内容

通年のガイド活動、小学校への出前講座及びガイド、フリーガイド、新座歴史散歩、全体
研修、講演会等を実施した。

年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

活動
指標
・
成果
指標

ガイド人数 51

案内人数



20,945,000

0

単位

円

件

今後の方向性

Ⅰ：事業規模拡大
Ⅱ：改善しながら継続
Ⅲ：現状のまま継続
Ⅳ：事業規模縮小
Ⅴ：事業廃止
Ⅵ：事業終了

Ⅱ
財源内訳

返礼品開拓により寄附額を伸ばしている自治体もあることから、寄附額増加させるため新
たな返礼品開拓に取り組み、ふるさと納税制度を通じて本市の魅力を発信する。

今後の取組方針

35,204,864

20,945,000

12,681,868支出済額（円）

基本政策 第6章　基本構想の推進のために

施策領域 第3節　シティプロモーション

施策項目 施策２　新座ならではの魅力づくり

事業 ふるさと納税促進

年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

予算
・
決算

一般財源

特定財源

予算現額（円）

■国・県の制度　 □国・県の制度＋市独自の制度　 □市独自の制度

実施形態 ■市が直接実施  ■一部委託  □全部委託・指定管理  □その他

根拠法令等 地方税法

第５次新座市総合計画実施計画　事務事業評価シート
（対象：令和５年度実施事業）

１　事業基礎情報（Ｐｌａｎ）

２　事業実績（Ｄｏ）

３　事業評価（Ｃｈｅｃｋ）

４　事業の今後の方向性・取組方針（Ａｃｔｉｏｎ）

本市へのふるさと納税を促進するとともに、本市の魅力を発信することで更なる地域活性
化を図るため、一定の条件を満たす寄附者に対し、返礼品を送付する。あわせて、ふるさ
と納税の使い道を具体的に示すことで寄附を募るガバメントクラウドファンディングを実
施する。

事業の実施状況
Ａ：計画以上に実施
Ｂ：計画どおりに実施
Ｃ：計画どおりに実施できず

事業の必要性
【市民ニーズ】

Ａ：高まっている
Ｂ：変わらない
Ｃ：薄れている

事業の効率性
【見直す余地】

Ａ：余地はない
Ｂ：余地はある

施策への貢献度
Ａ：貢献している
Ｂ：やや貢献している
Ｃ：貢献の度合いが低い事業概要

事業の成果・分析

所属 シティプロモーション課

Ｃ
Ａ

Ｂ

Ｂ
ふるさと納税は令和元年以降、全国の寄附受入額が年々増加し注目度は高まっている一方
で、寄附は一部の自治体に集中している傾向があり、寄附額が伸び悩んでいる自治体が多
く、本市も例外ではない。
令和5年10月のふるさと納税制度改正、更に本市で寄附額が最も多かった返礼品が提供でき
なくなったことにより令和5年度の寄附額は大幅に減少した。

実施根拠

指標名

不用額等（円） 8,263,132

執行率（％） 60.55%

実施内容

ふるさと納税の受け入れ及びガバメントクラウドファンディングを実施した。

年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

活動
指標
・
成果
指標

寄附件数 1,005

寄附額



1,172,000

0

単位

人

作品

人

今後の方向性

Ⅰ：事業規模拡大
Ⅱ：改善しながら継続
Ⅲ：現状のまま継続
Ⅳ：事業規模縮小
Ⅴ：事業廃止
Ⅵ：事業終了

Ⅲ
財源内訳

引き続き、新座市産業観光協会と連携し、新座市の産業経済と観光事業の振興を図ってい
く。

今後の取組方針

2,048

1,172,000

1,172,000支出済額（円）

基本政策 第6章　基本構想の推進のために

施策領域 第3節　シティプロモーション

施策項目 施策２　新座ならではの魅力づくり

事業 産業観光協会補助

年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

予算
・
決算

一般財源

特定財源

予算現額（円）

□国・県の制度　 □国・県の制度＋市独自の制度　 ■市独自の制度

実施形態 ■市が直接実施  □一部委託  □全部委託・指定管理  □その他

根拠法令等 団体等に交付する補助金等交付要綱

第５次新座市総合計画実施計画　事務事業評価シート
（対象：令和５年度実施事業）

１　事業基礎情報（Ｐｌａｎ）

２　事業実績（Ｄｏ）

３　事業評価（Ｃｈｅｃｋ）

４　事業の今後の方向性・取組方針（Ａｃｔｉｏｎ）

市内の産業・観光分野の振興を図るため、新座市産業観光協会に対し、補助を行う。
・補助対象事業
協会ホームページ運営／新座まちなか観光案内所デジタルスタンプラリー／ゾウキリンノ
ベルティ製作事業／トラベルライティングアワード新座賞

事業の実施状況
Ａ：計画以上に実施
Ｂ：計画どおりに実施
Ｃ：計画どおりに実施できず

事業の必要性
【市民ニーズ】

Ａ：高まっている
Ｂ：変わらない
Ｃ：薄れている

事業の効率性
【見直す余地】

Ａ：余地はない
Ｂ：余地はある

施策への貢献度
Ａ：貢献している
Ｂ：やや貢献している
Ｃ：貢献の度合いが低い事業概要

事業の成果・分析

所属 シティプロモーション課

Ｂ
Ｂ

Ａ

Ａ
市のイメージキャラクターであるゾウキリンを活用し、市内外に新座市の魅力をPRした。
また、デジタルを活用したイベント、都内でのＰＲ出展、テレビ番組と連携したイベント
等、新規事業に取り組んだ。

実施根拠

指標名

不用額等（円） 0

執行率（％） 100.00%

実施内容

観光PR事業として、トラベルライティングアワード新座賞、デジタルスタンプラリー、市
外での特産品のPR販売、テレビ番組と連携したイベント開催等を実施した。

年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

活動
指標
・
成果
指標

ﾄﾗﾍﾞﾙﾗｲﾃｨﾝｸﾞｱﾜｰﾄﾞ新
座賞応募作品数

264

デジタルスタンプラ
リー参加者数

163

ゾウキリンインスタグ
ラムフォロワー数



1,300,000

0

単位

件

今後の方向性

Ⅰ：事業規模拡大
Ⅱ：改善しながら継続
Ⅲ：現状のまま継続
Ⅳ：事業規模縮小
Ⅴ：事業廃止
Ⅵ：事業終了

Ⅲ
財源内訳

市内で開催される祭りを振興し、地域活性化を図るため、市民等が主体で祭りの企画・運
営を行う実行委員会等に対し継続して補助金を交付する。

今後の取組方針

2

1,300,000

1,300,000支出済額（円）

基本政策 第6章　基本構想の推進のために

施策領域 第3節　シティプロモーション

施策項目 施策２　新座ならではの魅力づくり

事業 祭り振興補助

年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

予算
・
決算

一般財源

特定財源

予算現額（円）

□国・県の制度　 □国・県の制度＋市独自の制度　 ■市独自の制度

実施形態 ■市が直接実施  □一部委託  □全部委託・指定管理  □その他

根拠法令等 新座市祭り振興補助金交付要綱

第５次新座市総合計画実施計画　事務事業評価シート
（対象：令和５年度実施事業）

１　事業基礎情報（Ｐｌａｎ）

２　事業実績（Ｄｏ）

３　事業評価（Ｃｈｅｃｋ）

４　事業の今後の方向性・取組方針（Ａｃｔｉｏｎ）

市内で開催される祭りを振興し、地域活性化を図るため、市民等が主体で祭りの企画・運
営を行う実行委員会等に対し、補助を行う。

事業の実施状況
Ａ：計画以上に実施
Ｂ：計画どおりに実施
Ｃ：計画どおりに実施できず

事業の必要性
【市民ニーズ】

Ａ：高まっている
Ｂ：変わらない
Ｃ：薄れている

事業の効率性
【見直す余地】

Ａ：余地はない
Ｂ：余地はある

施策への貢献度
Ａ：貢献している
Ｂ：やや貢献している
Ｃ：貢献の度合いが低い事業概要

事業の成果・分析

所属 シティプロモーション課

Ｂ
Ｂ

Ａ

Ｂ
市内外から多くの集客があるイベントに対し、警備及び会場設営の経費を補助すること
で、安全に実施することができた。

実施根拠

指標名

不用額等（円） 0

執行率（％） 100.00%

実施内容

新座快適みらい都市会議及び柳瀬川ふれあい祭り実行委員会に対し、警備及び設営に関す
る経費に対し補助金を交付した。

新座快適みらい都市会議補助金　　　　８００，０００円
柳瀬川ふれあい祭り実行委員会補助金　５００，０００円

年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

活動
指標
・
成果
指標

件数


